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■原著

腰痛の有無による体幹回旋時の腰椎回旋可動域の比較

~MRIを用いた検討～

Comparison of lumbar rotational r ange of motion during trunk rotation with and without low back pain 
~Examination using MRI~ 
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要旨
〔はじめに〕体幹回旋運動は腰痛のリスクファクタ ー といわれているが，実際に腰痛の

有無による体幹回旋時の腰椎回旋可動域を調査した研究は少なく，分節毎に検討した研究
については見当たらない．そこで腰痛の有無による腰椎分節回旋可動域の違いについて
MRI を用いて明らかにすることを目的とした．〔対象と方法〕対象ば慢性腰痛者 20 名で
対照群は健常者 15 名であった．MRI を用いて側臥位腰椎中間位，股・膝関節軽度屈曲位，
骨盤をベルトで固定した状態から体幹 45゜ 回旋した時の腰椎水平断スライスを撮像し各分
節の回旋可動域を求めたまた全腰椎の回旋可動域の総和を全腰椎回旋角度とした．腰痛
の有無による比較を対応のないt検定で検討した．〔結果〕腰痛者は健常者に比べL5/Sl
の腰椎回旋可動域およびL1~S1の全腰椎回旋可動域が有意に大きい値を示した．〔結語〕
腰椎回旋可動域の増加，特にL5/S1の回旋可動域の増加が腰痛と関与している可能性があ
る ，
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1 はじめに
腰痛は人類が抱える主要な愁訴の一つ であり，

日本で働く者へのアンケ ー トによると 45.9% が
腰痛の既往を有している 1） ． また生涯有病率は 8

割を超えるといわれている（男性 82 .4%,女性
84.5%) 2） ．そのため，腰痛の予防や対策が重要で
あると考えら れる．腰痛の原因について調査した

先行研究について，Xuら 3)は，労働者を対象に
職業関連動作と腰痛の有無について聞き取り調査
を行ったところ，腰痛のリスクファクタ ーとして
抽出された要因のひとつが体幹回旋を高頻度で
行っていることであったと述べている．さらに体
幹同旋動作と腰痛の関連を示唆した研究が複数報
告されている 臼） ．腰椎は椎聞関節の関節面が矢
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